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乗
客
の
多
い
鉄
道
駅 

　
粉
河
駅
は
、
大
正
３
年
度
に
は
和
歌
山
駅
、

大
正
14
年
度
に
は
高
野
口
駅
を
抜
き
和
歌
山
線

乗
降
客
数
１
位
と
な
り
、
昭
和
５
年
６
月
16
日

阪
和
電
気
鉄
道
東
和
歌
山
駅
開
業
ま
で
の
５
年

間
は
、
南
海
和
歌
山
市
駅
に
つ
ぐ
乗
降
客
数
を

維
持
し
ま
し
た
。 

　
県
内
鉄
道
が
ほ
ぼ
出
そ
ろ
っ
た
昭
和
２
年
の

乗
客
数
（
国
鉄
は
年
度
、
他
は
暦
年
）
は
、
和

歌
山
市
駅
195
万
９
千
人
、
粉
河
駅
53
万
５
千
人
、

加
太
軽
便
鉄
道
和
歌
山
口
駅
48
万
７
千
人
、
南

海
高
野
線
高
野
下
駅
40
万
１
千
人
の
順
で
、
大

正
13
年
２
月
か
ら
の
国
鉄
紀
勢
西
線
で
は
箕
島

駅
が
や
っ
と
８
位
で
29
万
７
千
人
で
し
た
。 

  

３
つ
に
分
断
さ
れ
か
け
た
淡
路
街
道 

　
大
正
時
代
の
粉
河
街
道
は
旧
高
野
街
道
の
起

点
で
あ
る
粉
河
側
の
一
部
分
で
あ
り
、
本
体
の

高
野
街
道
（
麻
生
津
ル
ー
ト
）
が
一
般
里
道
に

転
落
し
て
し
ま
っ
た
す
こ
ぶ
る
存
在
感
の
乏
し

い
街
道
で
す
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
半
端
な
道
が

明
治
45
年
「
和
歌
山
県
道
路
規
則
」
で
厳
選
さ

れ
た
19
街
道
に
紛
れ
込
ん
だ
の
で
し
ょ
う
か
。 

　
そ
の
わ
け
は
、
こ
の
道
路
規
則
制
定
の
過
程

で
淡
路
街
道
（
粉
河
ル
ー
ト
、
上
淡
路
線
）
が
、

い
ち
ど
消
滅
し
か
け
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。 

　
明
治
期
の
淡
路
街
道
は
、
粉
河
市
街
地
か
ら

紀
ノ
川
を
渡
航
せ
ず
加
太
方
面
へ
西
伸
し
、
西

脇
野
村
西
ノ
庄
で
和
歌
山
市
か
ら
来
る
同
名
称

の
淡
路
街
道
と
合
流
し
ま
す
。
途
中
県
費
補
助

里
道
大
木
越
大
阪
往
来
、
県
道
根
来
街
道
、
国

道
大
阪
街
道
、
県
道
八
幡
街
道
・
鳴
滝
街
道
・

孝
子
街
道
と
交
差
・
合
流
す
る
ま
さ
に
四
通
八

達
の
要
路
で
し
た
が
、
道
路
規
則
制
定
に
先
立

つ
明
治
43
年
県
会
で
の
県
当
局
の
諮
問
で
、
淡

路
街
道
は
３
つ
に
分
断
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
ず
、
王
子
村
井
田
を
起
点
と
し
、
粉
河
町 

                

            

か
ら
山
口
村
の
国
道
大
阪
街
道
合
流
地
点
ま
で

の
区
間
が
県
道
「
粉
河
街
道
」
と
さ
れ
、
つ
ぎ

の
山
口
村
か
ら
紀
伊
村
・
直
川
村
・
有
功
村
・

楠
見
村
を
通
り
貴
志
村
で
孝
子
街
道
に
合
流
す

る
区
間
は
郡
市
負
担
道
路
（「
明
治
45
年
道
路

規
則
」
で
は
県
費
支
弁
里
道
）
の
「
上
淡
路
往

来
」
に
格
下
げ
さ
れ
、
貴
志
村
か
ら
西
ノ
庄
は

路
線
変
更
さ
れ
た
県
道
「
孝
子
街
道
」
に
取
り

込
ま
れ
ま
し
た
。 

上
淡
路
街
道
と
粉
河
街
道 

　
こ
れ
に
対
す
る
県
会
要
望
は
「
上
淡
路
往
来
」

（
山
口
村
ー
貴
志
村
）
の
県
道
復
活
で
し
た
。

粉
河
街
道
・
孝
子
街
道
は
県
道
と
さ
れ
て
い
た

の
で
特
に
言
及
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

　
し
た
が
っ
て
、
県
会
要
望
が
そ
の
ま
ま
通
っ

て
い
た
ら
、
明
治
45
年
道
路
規
則
で
旧
淡
路
街

道
は
「
粉
河
街
道
」
（
王
子
村
井
田
ー
粉
河
町

ー
山
口
村
）、
「
上
淡
路
街
道
」（
山
口
村
ー
貴

志
村
）、「
孝
子
街
道
」（
貴
志
村
ー
西
ノ
庄
）

の
３
県
道
に
分
か
れ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
あ
く

ま
で
諮
問
・
要
望
は
道
路
規
則
制
定
の
途
中
段

階
で
す
。
結
局
、
ほ
ぼ
従
来
ど
お
り
の
粉
河
町

ー
西
ノ
庄
が
県
道
「
上
淡
路
街
道
」
と
な
り
ま

し
た
。 

　
そ
し
て
、
粉
河
街
道
と
し
て
諮
問
さ
れ
て
上

淡
路
街
道
か
ら
外
れ
た
短
い
区
間
（
王
子
村
井

田
ー
粉
河
町
高
野
辻
）
が
新
県
道
「
粉
河
街
道
」

で
す
。 

　
ほ
と
ん
ど
成
り
行
き
で
登
場
し
た
粉
河
街
道

で
す
が
、
か
つ
て
の
粉
河
紀
三
井
寺
街
道
に
お

け
る
大
和
街
道
か
ら
粉
河
市
街
地
へ
の
連
絡
道

路
の
再
現
と
も
言
え
ま
す 

孝
子
街
道
が
県
道
か
ら
外
さ
れ
る 

　
上
淡
路
街
道
が
旧
路
線
に
戻
り
全
区
間
県
道

と
し
て
復
活
し
た
の
に
対
し
、
孝
子
街
道
も
元

の
北
島
か
ら
孝
子
峠
の
路
線
に
戻
り
ま
し
た
が
、

県
費
支
弁
里
道
に
格
下
げ
さ
れ
ま
し
た
。
明
治

末
期
は
鉄
道
・
海
運
に
お
さ
れ
道
路
需
要
が
落

ち
込
ん
で
い
た
た
め
、
鉄
道
駅
や
港
湾
と
直
接

つ
な
が
っ
て
い
な
い
街
道
の
多
く
は
県
道
資
格

を
失
い
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
他
の
紀
三
井
寺
・
西
高
野
・
根
来
・

鳴
滝
・
八
幡
・
船
戸
・
古
座
・
隅
田
・
上
熊
野

の
９
街
道
は
、
明
治
43
年
諮
問
で
路
線
全
体
が

県
道
か
ら
外
さ
れ
、
県
会
の
復
活
要
望
が
実
ら

ず
そ
の
ま
ま
、
県
費
支
弁
里
道
や
一
般
里
道
（
隅

田
街
道
・
上
熊
野
街
道
）
に
さ
れ
た
も
の
で
す
。

県
道
と
し
て
諮
問
さ
れ
て
、
県
費
支
弁
里
道
に

落
と
さ
れ
た
の
は
唯
一
こ
の
孝
子
街
道
だ
け
で

し
た
。 
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写真⑦　JR和歌山線粉河駅（旧紀和鉄道）の駅前 

写真⑨　国土地理院の一等水準点 
（旧王子村井田） 

写真⑧　高野辻の灯籠（旧王子村東野） 
　　　　大和街道と高野街道の分岐点 


